
２　再犯防止「2022滋賀・更生保護フォローアップ事業」

　　について

(１)保護観察終了後に相談を受けた経験  いる保護区(大津、守山、近江八幡、彦根、高島、以下「モデル地区」

　「担当終了後に元対象者等の相談に乗ったことがありますか？」については、３３０名中７２名(２２％)が「ある」と回答した。  と記載）の保護司２４０名のうち１６１名から、その他の保護区の保

　３９名の保護司が１人、１８名の保護司が２人、９名の保護司が３人、６名の保護司が４人以上の相談に対応したと回答した。  護司２４６名のうち１６９名から回答を得た。

  

(２)フォローアップ事業に対する考え 1　更生保護団体による「息の長い支援」について

  「担当終了後も担当していた人達の相談に乗ることについて、自分の考えに近いものを３つ選び順位をつけてください。」につ (１)「息の長い支援事業」への参加の感想

  いては、「再犯防止に貢献できる」が９１２点（２４.０％）で、１位選択者は８８名と突出して多く、次いで「社会的に意義     モデル地区内で「更生保護団体による息の長い支援に参加したこと

　がある」、「困っている人の役に立つ」を選択した保護司が多かった。  　  図１ 「息の長い支援事業」への参加の感想 　がありますか？」については１６１名中４５名の２８％であり、本事

　業に参加した感想については、「良かった」が２１名（４７％）、

(３)フォローアップ事業に期待する支援 　　 　「やや良かった」が１５名(３３％）であり、事業に参加した保護司

　「今後、元対象者等から相談があった場合、 　のうち８０％が肯定的に捉えていることが分かった。（図１参照）

　どのような支援があればよいか？自分の考

　えに近いものを３つ選び順位をつけてくだ (２)モデル地区以外での「息の長い支援事業」への参加の意思

　さい。」については、「保護観察所の相談 　　モデル地区以外の保護司１６９名に対し、所属する保護区で同じよ

　体制」が７８８点（２０.８％)で６６名の 　 　うな事業が始まった場合参加しますか？」については、「参加したい」

　保護司が１位に選択した。さらに、「保護 　 　図２ 　事業への参加意思（モデル地区以外） 　が１０２名（６０％）、「わからない」が４９名（２９％）、「参加

　司個人ではなく、保護司会が相談に対応す 　しない」が１４名（８％）であった。(図２参照）

　る仕組み」と「相談対応することの法的裏  (３)「息の長い支援」についての考え

　付け」を選択した保護司が多かった。  　 「更生保護団体による“息の長い支援”についての自分の考えに近いものを３つ選び順位をつけてください。」について

　(図４参照） 　 は、項目⑨の「再犯防止に貢献できる」が７４０点 ※（１９.３％)で最も点数が高く、かつ６８名の保護司が１位に選択

　　　　図４　「フォローアップ事業」に対し期待する支援（３つ選び順位づけ） 　 した。さらには項目①の「社会的に意義がある」が６７４点(１７.６％)で７８名と最も多くの保護司が１位に選択した。

　　項目⑩から⑮の否定的な項目の選択は、

　  全体でも３６４点(９.５％）であり、

　  １位に選択した保護司は３３名であっ

    た。（図３参照）

　  （※　１位６点、２位４点、３位２点

　　　　  として集計）

   (４)「息の長い支援」実施の支障

   　 「更生保護団体が息の長い支援を実

　 　  施するに際し、支障となることについ

   　     て、自分の考えに近いものを３つ選び

 　  順位をつけてください。」については、

　    「地域社会の理解と協力」が１８.５％

　  次いで「支援対象者のニーズにマッチ

　     した支援を、準備できるかどうか」、

　     さらには「個人の負担」と続き、実施

    に向けた課題が明らかになった。図３　「息の長い支援」についての考え（３つ選び順位づけ）

  2022年度保護司の意識に関するアンケート結果のあらまし
   令和４年１０月１日現在の滋賀県内保護司全員(４８６名)に調査を

 依頼。休眠預金を活用した「息の長い支援」基盤整備事業に参加して

「息の長い支援」の促進に留まらず、「更生保護が抱える課題の可視化」や、更生保護への自治体の理解や

協力を得ること」を期待し、さらには、新たに開始される「フォローアップ事業」がよりよいものになるよ

う、保護司の思いを集約し、更生保護活動のより一層の充実発展に資することを目的とする。

◇ 更生保護団体による「息の長い支援」事業に関して

＊ 「息の長い支援」事業モデル地区の保護司１６１名中４５名（２８％）の参加があり、

そのうちの８０％が「参加して良かった・やや良かった」と肯定的に捉えていた。

事業に参加していない保護司についても、ほぼ半数以上が「参加したい・参加する（し

てもよい）」と前向きに捉えていることが分かった。

＊ 事業に対する考えについては「再犯防止に貢献できる」と「社会的に意義がある」を

選択する保護司がもっとも多かった。

＊ 否定的な項目の選択は、９.５％に留まった。

＊ 事業実施に際する支障については、「地域社会の理解と協力」「支援対象者のニーズ

にマッチした支援を準備できるか」「個人の負担」の項目の選択が多かった。

◇再犯防止「２０２２滋賀・更生保護フォローアップ」事業に関して

＊ 元対象者等の相談に乗ったことのある保護司は７２名（２２％）にのぼった。

＊ 事業に対する考えは、「再犯防止に貢献できる」「社会的に意義がある」「困ってい

る人の役に立つ」等、肯定的な考えが多くを占めた。

＊ 一方で、フォローアップ事業実施にあたっては「保護観察所の相談体制」や「保護司

会が相談に対応する仕組み」「法的裏付け」の支援を求める保護司が多かった。

＊ 「その他欄」においても「保護司の活動範囲を超えるものである」「保護司のボラン

ティア的な活動に頼るのではなく体制を整えるべき」との意見等もいただいた。

＊ そういった課題を踏まえながらも「フォローアップを検討可」という保護司が１１５

名（３５％）も居られることは大変心強い。
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⑧その他（具体的に･･･

⑦保護観察所の相談体制

⑥自治体等地域の公的機関の協力

⑤相談対応することの法的裏付け

④トラブルが生じた際の保険加入

③相談に乗っている保護司の心理的負担軽減

のためのカウンセリング

②専門家によるスーパービジョンやスキル

アップのための研修

①保護司個人でなく、保護司会が相談に対応

する仕組み
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